
会長退任の御挨拶

日本電気株式会社 小林 宏治

皆様のご援助とご協力のおかげで，私も学会長

を 2 年無事に努めさせていただし、たわけで、ありま

す.心から厚く御礼申し上げたいと思います.私

なりに微力をつくしたつもりですが，もし何らか

の成果があったとすれば，それは役員の皆さん方

のお力だと思います.

しかし，これは問題であると私の頭の中から何

時も離れないことがあります.それは会員数がな

ぜもう少し増えないのだろうかということであり

ます.どうも呼びかけ方が少ないんじゃなし、かと

いうのが，私の率直な感じでございます.その点

は申し訳ないと思っております.しかし，賛助会

員は 100社を突破しまして，特に若い人たちの会

員数が増加しているというふうにも聞いていま

す.これはいし、傾向だと思います.

先日，東北地区で発表会がありまして私も出席

させていただきましたが，この時はほんとに驚き

ました.非常にたくさんの方々が全国から集まら

れて活発な討論が行なわれました.特に，この夜

のパーティーにも非常に多くの方々が参加され，

変な話ですが，食べ物がまたたく聞になくなって

しまうほど盛況でした.ああいう楽しいノ、ーティ

ーというのは他の学会でもあまり例がないのでは

ないかと思います.やはり， \，、ぃ傾向も出てきて

いるかなと思いました.後で役員の皆様が非常な

努力をした結果だということを開きまして，ほん

とに皆さんに，特に支部の皆さんに感謝申しとけや

たいと思ったのでございます.

なんと申しましても，これからは若い優秀な人

たちがオベレーションズ・リサーチ学会の発展の
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原動力になってもらいたいものだと思っておりま

す.次に，この 2 年間学会長を努めさせていただ

いてる聞に私が感じました学会の今後の方向につ

いて若干ふれさせていただきたし、と思います.

このごろ，よく“1980年代は不確実性の時代だ"

というようなことがいわれておりますが，いつで

も，先のことを“こうだよ"と予測できる時期は

l 度もなかったように思います.

振り返ってみて，“これは自分の考えたとおり

であった"と皆さんおっしゃるわけで，これから

先のことは不確実であるというのは当り前のこと

だと思います.当り前ですが，次第に不確実なフ

ァクターが少しずつ増えてきているということだ

げは確かです.私自身，事業をやっておるもので

すから，これをどうっかもうかということを何時

も考えております.

マクロ的に眺めてみますと，重要な問題は，ま

ずエネルギーだと思います.もう l つは食糧だと

思います.食糧だということは，日本におります

とよく解りませんが，後進国へゆきますとすぐ解

ります.第 3 得目は情報だと思います.なぜ情報

というかというと自分がコンピュータだとか通信

をやっているから申し上げるわけではありません

が，食糧・エネルギーというものがみんなの円の

Ij:lに，頭の中に入ってくるのは令部情報の姿で入

ってくるからであります.ですから食糧・エネル

ギーというのは，これは実態で、ございますが，み

んなの日に写る食糧・それからエネルギーという
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ものは情報を通して写るわけです.情報というも

のは見る角度でA とも与れは， B とも'シ:るわけで

す.これがかなり錯雑してくるとし、うところから

不確実性とし、う言葉を使いたくなるのではなし、か

と思います.

そこで情報というものを，どう扱うかというこ

とが非常に大切であると思います.オベレーショ

ゾズ・リサーチの基本はこの不確実な情報をどの

ように上手に掴むかということであり，そのため

に戦争などの面で非常に役に立ったわけです.戦

争に役立つものなら，今のような不確実性の時代

にもっと役立つはずだと思います.

これは老人のくり言かも知れませんが，そうだ

とすればなぜ若い人たちがもっと勉強しないのだ

ろうかと思っております.

こういう科学的手法というものをもっと追求

し，活用してゆくということが，今後1980年代で

はの大切なことだと思います.私も経営者とし

て，あれやこれやといろいろと考えて，時々突飛

もないことを言い出したりしてみんなを悶らせた

りしておりますが，振り返ってみますと，基本は

すべてそんなに突飛なことではないと思います.

昨年デミングさんとお話をしました時，“私はス

タティステイカル・クオリティー・コントロール

ということを， 1929年にシューワート博士の 1926

年のベーパーで読みましたヘと言いましたら，

“それは小林さん早かったですね.しかし，その

後の 1930年に出たペーパーを読みましたかと

いうので“1929年に読んだ時，あれはまあ数学み

たいなものだからもう無縁のものだと思って，そ

の後のものは読んでいまぜんぺと話しますと，

“それはまずかったですね. 1930年か 1931年頃実

際面への応用に関するペーパーが出ているんです

よ.あれを読んだら，きっとあなたはあの頃応用

していたで、しょう"と言っておりました.

ですから品質管理なんかも戦後になって初めて

開発されたかのように，事珍しく発表されており

ますが， 1926年頃からすでに考えられていたわけ
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です.

最近， デミングさんが，“もうアメリカはダメ

で，あれだけのものを開発しながら品質管理を本

当にやっているのは日本です.だから私はアメリ

カ人に品質管理を勉強するには日本へ行け，と言

っているんですよ"と言っていました.

オベレーションズ・リサーチという手法につい

ても，実は，私は戦後聞きまして，いやまた難し

いことを言っているなあーと思いました.いちば

ん最初，日本のものをみますと，まず数式が出て

きますので，われわれ，数学に弱し、ものはちょっ

と入りにくいし， 時には興味も失ってしまいま

す.ところが，よくオベレーションズ・リサーチ

を勉強してみると，数式だけじゃない，物の考え

方をオペレーションズ・リサーチといっていると

いうことが解ったわけで、す.オベレーションズ・

リサーチは今後とも非常に有効な方法でございま

すので，ぜひこれを次の会長の松田先生に普及す

ることをお願い致しまして，私の退任の弁と致し

ます.どうも有難うございました.
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